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習志野市鷺沼 2-1-1  電話 047-451-1151（代表） 

第１００号 目次 

 

◆ さらなる高みを目指して！１００号＆公開研究会・・１ 

◆ 「学校教育だより」１００号記念 ・・・・・・２、３ 

  紙面で振り返る習志野の教育 

◆ 県教育研究会国語教育部会習志野大会  ・・・・・・4 

  新たな学びに関する教員の 

資質能力向上のためのプロジェクト 

◆ 地域の活動紹介              ・・・５ 

◆ 二中、四中周年行事 習志野高校 編集後記    ・・・6 

     

 

-６- 

 

 

学校教育だよりは、１００号を迎えました。 

左上は、第３５号の学校教育だよりです。

この号には、教育長の新年の書「希望」とと

もに以下のことが書かれています。「現状に

留まることなく、さらなる飛躍に向け、希望

を胸に新たなスタートを切りましょう。」 

習志野の子供たちのために、学校教育だよ

りも公開研究会も、現状に満足することなく、

さらなる高みを目指したいものです。 

高みを目指して 

１０月１１日 鷺沼小学校公開研究会 

第１学年 生活科分科会の様子 

 

１０月３０日 谷津南小学校公開研究会 

第６学年 社会科の授業の様子 

平成２５年１月１１日発行 第３５号より 

特集記事:津田沼小学校新校舎完成 
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今回で１００号となる「学校教育だより」は、

平成２２年１月８日の第１号の発行から始まり

ました。 

 第１号では、今では教材や子供たちの作品

を提示するなど、たくさんの授業で活用されて

いるデジタルテレビ（５０インチ）が、各学校へ

導入されること、校内 LAN の整備についての

記事が掲載されていました。 

また、平成２１年度６月～１２月までの新型

インフルエンザの習志野市内罹患率は、小学

校４１．１％、中学校３３．５％でした。学級閉

鎖だけでなく、学校閉鎖が６校もありました。 

平成２９年度のインフルエンザ罹患率が小

学校３３．９％、中学校２３．９％と比較すると、

新型インフルエンザが猛威をふるっていたこと

がわかります。 

 

第２５号では、成人式の特集の中に、「見直そう、

道徳の時間」の記事が掲載されています。成人式と

道徳教育・・・。一見、関係がないように思えます。

読み進めると、「学活等でないない尽くし（～しない、

～いけない）の指導をする時よりも、道徳の時間で

自分自身の行動について客観視させる時間をとる

方が、ずっと穏やかな気持ちで子供たちの活動を見

守る余裕ができるようになると思います。（中略）子

供たちの将来において生きて働く力を養う役割を担

っているのが、道徳の時間であるということなので

す。（中略）即効性だけを求めるのではなく、子供た

ちの内面にじわじわと働きかけ、子供たちが自分自

身とのかかわりで、道徳的価値について考えていく

時間が『道徳の時間』です。」 

今、改めて道徳教育を見直し、子供たちの豊かな

心を育んでいきたいです。 

-２- 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度千葉県小学校・中学校教育課程研究協議会 
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第５０号では、地域の方と協力して、児童生徒

の学習を進めている様子が掲載されています。ど

の学校も特色を生かした学習に取り組んでいる様

子が伝わってきました。 

 また、「いじめゼロへの挑戦！」ということで、実

花小学校の児童会が中心となり、「よい言葉を増

やそう活動」が紹介されていました。温かい言葉を

見つけ、教室に掲示することで、心が穏やかにな

り、どの子も楽しく学校生活が送れるだろうと、子

供たちが主体的に活動していました。実花小学校

では、今でもクラスでスローガンを集めるなど、児

童会が中心となった活動が行われています。 

 自分たちの学校をよりよい学校に！と子供たち

が主体的に「いじめゼロ」に向けた取り組みを行う

ことは、とても大切なことです。 

 

 第７５号では、学力向上の取り組みが紹介され

ています。 

「リフレクションをキーワードに」－第二中学校 

「朝自習、家庭学習で力をつける」－第四中学校 

「相手の目を見て聞く」          －秋津小学校 

「ICT 機器で子どもの思考を整理する」 

－谷津南小学校 

「若手教員の更なる成長を目指す」 

－大久保東小学校 

「数量・図形を実感させる」     －藤崎幼稚園 

 どの取り組みも、今も、そしてこれからも大切

にしなければならないことではないでしょうか。 

学校教育では、変えなくてはならないこと、変

わらず大切にすること、いわゆる「不易と流行」

があります。新学習指導要領の完全実施を控えた

今、改めて確認することが大事です。 

 



 

-４- 

 

 

 

 

   

 

 

１０月２６日（金）に「第５２回 千葉県教育研究会国語教育部会 研究発表大会 習志野大会」 

が、第一中学校、大久保小学校、大久保東小学校を会場として盛会に取り行われました。会全 

体の研究主題を、「一人一人が生きる言語活動の展開」として、基調提案、公開授業、授業校 

での分科会、全体講師の東京学芸大学名誉教授の田近洵一先生の演題「問いを立て追究する過 

程」の記念講演、支会提案、協議会が行われました。新学習指導要領実施に向けて、これまで 

の習志野の国語教育を発揮した大会となりました。そして、無事に次期開催支会の東総支会に 

引き継ぎを行いました。 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月５日（月）に「新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト」が、 

第三中学校で開催されました。第三中学校は、平成２９年度から県教育委員会の指定校として、 

今年度からは市教育委員会の指定校として、新学習指導要領に示された「主体的・対話的で深 

い学び」を踏まえた授業の実践を目指して、研究を進めてきました。研究主題を「主体的に学 

ぶ力を伸ばす指導の探究」～「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善～として、 

公開授業、横浜国立大学名誉教授の髙木展郎先生による記念講演、分科会が行われました。 

習志野市内だけでなく千葉県内、全国からも多くの教育関係者が参観をして、分科会において 

は活発な意見交流が行われました。今回の第三中学校での研究成果をしっかりと各学校に持ち 

帰り、来るべき新学習指導要領完全実施に向けて、計画的に準備をすることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学３年生 数学・関数の授業 

机間指導による適切な助言 

大久保小の授業の様子 

大久保小 ひまわり学級 

登場人物になりきる授業 

 

第一中 ２年生 

タブレットを効果的に利用 

髙木展郎先生による 

熱気あふれる記念講演 

大久保東小 ２年生 

班活動で対話的な学習の様

子 

吹奏楽部 打楽器四重奏 

感動！！歓迎の演奏 

子 



 

 

 

 

 

ナラシド♪と園児のかわいいダンス 

袖ケ浦東小学校 
「袖っ鼓連」の方

々から丁寧に御指

導していただきま

した。 

袖ケ浦西小学校 
気持ちの入っ

た演奏ができま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

秋津まつり ～秋津幼稚園・秋津小学校～ 
１０月７日（日）、秋晴れの中、秋津地域で「秋

津まつり」が開催されました。本まつりは秋津小学

校前のバス通りが歩行者天国になり、開会セレモニ

ーでは秋津幼稚園の園児たちがダンスをしたり、秋

津小学校の児童たちがソーラン節の演技を披露した

りして、会場を盛り上げました。また、ゲームや模

擬店で大人と子供が一緒に楽しめるコーナーもあ

り、まさに地域住民が一体となった秋津まつりとな

りました。 
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１１月１１日（日）、「２０１８和太鼓ｉｎならし

の」が習志野市民会館で開催されました。毎年この時

期に行われる和太鼓の一大イベントで、袖ケ浦西小学

校と袖ケ浦東小学校の３年生が出演しました。 

練習では主に袖ケ浦公民館で活動している「袖っ鼓

連」の方々に教えていただき、本番は緊張感の伝わる

中、練習の成果を見事に披露することができました。

終わった時の達成感や充実感は貴重な体験だったと

思います。 

これからも一生懸命、様々なことに取り組んでいっ

てほしいものです。 

１０月１４日（日）、第五中学校で「親子三代ふれ

あい祭り」が開催されました。あいにくの雨模様のた

め体育館で行われましたが、卓球部、柔道部、ソフト

ボール部、女子ソフトテニス部が競技の準備をした

り、お弁当を運んだり、地域の方と協力して運営のお

手伝いをしました。多くの地域の方の参加により、親

子三代で会場は盛り上がりました。 

和太鼓 inならしの ～袖ケ浦西小学校・袖ケ浦東小学校～ 

親子三代ふれあい祭り ～第五中学校～ 

りんごの皮むき競争の様子 



編集後記  食欲の秋、読書の秋・・・いろいろな秋がありますが、今年の習志野市においては何と言って

も「芸術の秋・スポーツの秋」でしょう。今年度も大久保小学校、第二中学校、第四中学校、習志野高校

の 4 校が 2年連続でバンドフェスティバル・マーチング全国大会に出場しました。また、野球では習志野

高校が秋季関東地区大会でベスト４、第一中学校が県新人大会で優勝を果たし、全国大会出場を決めまし

た。習志野の子供たちの活躍が光る秋となりました。これからも Go！Go! 習志野！ 
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習志野高校では、生物、物理の授業で東邦大学、かずさ DNA 研究所と連携授業を行っています。 

＜東邦大学＞                 ＜かずさ DNA 研究所＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

超伝導現象などの、物質中の電子が示す          電気泳動法を用いた脱水素酵素の働きと遺伝子の 

不思議な現象を勉強、体験しました。           影響についての講座が行われました。 

 

習志野高校 連携授業 

「物質の中の電子が拓く世界」 

「光から電気を生み出す 

 ～色素増感太陽電池～」 

第二中学校 ７０周年 

 

「アガロースゲルと電気泳動装置による DNA の分離」 

「PCR 法及びアガロースゲル電気泳動を用いて自身の

ALDH２（アルデヒド脱水素酵素）の解析」 

第四中学校 ５０周年 

  生徒会長 岳井 遥司 

 ７０年前、僕も僕の親も生まれていない時から続く

歴史の重みを、今改めて感じております。 

 今の学校生活の中にある楽しさや感動は、歴代の

先輩方のおかげです。過去に誰かが「日本一の体育

祭」というスローガンを掲げたから、今の体育祭はこ

んなにも盛り上がっています。過去に誰かが音楽で

優秀な成績を収めたから、習志野は「音楽のまち」と

言われています。このように、「時間」というのはつな

がっているのです。過去の誰かの頑張りが、未来の

誰かの力になることがあるのです。 

今、僕達は時々悩みながらも、懸命に生きていま

す。この頑張りが何十年も先の後輩の力になれた

ら、これ以上うれしいことはありません。こうした「時間

のつながり」が、これからもずっと続くことを願ってい

ます。 

    生徒会長 片山 智稀 

 この５０年という長い月日の中で、四中独自の文化

として「四中魂」という言葉が受け継がれてきました。

「四中魂」とは、「学習・行事・部活動に燃える心」「勤

労をいとわず進んで奉仕する心」「礼儀を重んじ感謝

する心」の３つの心のことを指します。「四中魂」という

言葉は、様々な行事でスローガンとして掲げられてお

り、今でも私達四中生の大切な道しるべのようなもの

になっています。先輩方の「想い」が詰まったこの言

葉が今の四中を支えています。 

 四中には今までに卒業された先輩方をはじめ、先

生方や地域の方々など、様々な人々の「想い」がこも

っています。これらの「想い」を決して無駄にすること

なく、未来へつなぎ、四中のさらなる発展の「エネルギ

ー」にしたいと思います。 


